
 

 

日本では、フーバーとも会ったことのある近

衛文麿は、尾崎秀実、風見章、牛場友彦、松本

重治、白洲次郎らを初めとする「問題人物」を

手玉にとったつもりで、実は「ピエロ」として

の役割しか果たせず、自滅し敗れ去って行っ

た‥‥。 

前作『近衛文麿 野望と挫折』に続く、渾身の

ノンフィクション大作 

(著者の言葉) →世界は今

も戦争の危険と恐怖が絶え

ません。「なぜ、人類は戦争

をしなければならないの

か?」。私は、現実的な観点か

ら平和な世界をつくる手が

かりを探る試みとして、本

書を世に問います。ルーズ

ベルト、フーバー、近衛の動

き、ロックフェラーの関与

を並列的に叙述しました。

日米共通の歴史認識が必要

との問題意識がそうさせた

のです。 

 

近衛は、首相時代は赤色分子(風見章・尾崎秀実ほか)を重

用し、「敗戦革命」を夢見つつ、戦争末期には近衛上奏文(反

共宣言)でアリバイ工作。そして戦後はいち早くマッカー

サー詣でをして、自ら改憲の音頭をとり、あわよくば昭和

天皇を退位させて親米政権を樹立しようとしました。勢力

均衡の中で生き抜いてきた公家の名家としての DNAをフル

回転しての巧みな遊泳術ともいえます。あと一歩で、その

目論見が成就する寸前、それに危機感を抱き、挫折させよ

うとした勢力がありました。彼らは、近衛を東京裁判の被

告人の席に追いやり、そして永遠に葬ろうとし、実現する

のです。 

近衛を葬ったのは誰だったのか?そうした知られざる近衛

の全生涯を、「自殺」とされる謎にまで踏み込みつつ、描き

きったのが本作品です。 

 

──彼は、極めて自己本位的に利用できるものは、昭和天

皇でもコミュニストでも自分の子供(文隆)でも見境なく

利用しました。 

青酸カリを使っての「自殺」とされている彼の荻外荘での

最期の日々の数々の矛盾や不可解な行動も本書で解き明

かしていきます。 

こういう叙述で、近衛の生涯を追求したノンフィクション

作品は、初めての試みといっていいかもしれません……

(「はじめに」より)。 

内容紹介 

現代史を覆す、決定的真実に

迫る!渾身のノンフィクショ

ン大作 一挙書き下ろし 770

枚!!近衛は自殺したのではな

い! 実は謀殺だった!? 

近衛は、単なるポピュリスト

に非ず! 

用意周到に己の野望を実現す

るための布石を着々と打って

いた── 

内容紹介 

なぜ、「平和」は「戦争」に負け、第二次世界大戦が勃発

したのか。なぜ、避けることが可能だった日米戦争が起こ

ったのか。その不条理を追究し、偽りの歴史を暴く!  

戦争を企んだ「国際金融資本家・ロックフェラー」と「好

戦家・ルーズベルト」。そこにつけこむスターリン・コミ

ンテルンなどの国際共産主義運動の策謀。その危険性を

見抜き、彼らと対峙したフーバー。そういった、アメリカ

が攻め込まれない限り、戦争はしないという「不干渉主義

者」だったフーバーたちは「孤立主義者」と貶められた。 

 


